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都市計画道路の見直しについて 

都市計画道路の多くは全国的に高度経済成長期を中心に、都市への人口集中と市

街地の拡大を前提に計画されています。令和元年度末時点で全国では約 7.2 万 km

の都市計画道路がある一方、整備済み（改良済み）延長は約４.８万 km、概成済み

が約 0.8 万 km となっています。 

都市計画道路の中には都決から長期にわたり未整備のものもあり、社会情勢の変

化により必要性が変化している可能性があることなどから、適宜見直しが求められ

ています。 

 

 

本市では昭和 15 年（1940 年）に最初の都市計画決定が行われ、順次整備が進

められてきましたが、未整備区間の割合は約４割という状況です。 

こうしたことから、外環道路や都計道 3・4・18 号浦安鎌ケ谷線などが供用開

始したのを機に、現在の各都市計画道路の必要性の検証等を行い、必要な見直しを

行うこととしました。 

今回の見直し方法は県が策定した「千葉県都市計画道路見直しガイドライン」に

基づいて行っております。 

 

都市計画道路について 

都市における道路には、以下の機能があります。 

①交通機能（円滑な移動を確保） 

②空間機能（都市環境、都市防災等の面で良好な都市空間を形成し、供給処

理施設等の収容空間を確保） 

③市街地形成機能（都市構造を形成し、街区を構成） 

 

都市計画は、健康で文化的な都市生活及び機能的な都市活動を確保しようとする

ものです。その中で都市計画道路は、主として道路の交通機能に着目して、次のよ

うな道路種別を設定し、適切に組み合わせ、道路の機能が十分発揮されるよう定め

る必要があります。 

①自動車専用道路 

都
市
計
画
決
定 

見
直
し
作
業 

見
直
し
作
業 

社会情勢の
変化 

社会情勢の
変化 

廃止 廃止 
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②幹線街路 

③区画街路 

④特殊道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上図】国土交通省ホームページより 

 

また、都市計画道路の計画区域内は、将来円滑に事業が施行できるよう、建築

に一定の制限がかけられています。区域内で建築物の建築をしようとする場合、

都市計画法に基づく許可を受ける必要があります。都市計画道路が廃止される

と、そうした建築制限がかからなくなります。 

 

市川市における建築制限 

 

  

３階以上不可 

 主要構造部は木

造、鉄骨造など 

 地階不可 
現道 

都市計画道路の区域 
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市川市の都市計画道路の状況 

市川市では全体で 42 路線約 120km が都市計画決定されています。令和３年

３月末現在、整備済み延長は約 72.6km で、計画延長に対する割合は約６割です。

未整備間を有する路線は２１路線あり、また、都市計画決定から２０年以上経過し

て全線未整備の路線が６路線（図中★印）あります。 
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見直し作業の手順 

見直し作業は千葉県の都市計画道路見直しガイドラインに沿って行いました。作

業手順は、複数の段階に分かれており、「存続する路線」、「廃止する路線」、「ルー

ト等変更の可能性を検討する路線」に候補分けを行います。 

 

 

検討対象路線の選定 

第一段階では見直しの検討対象路線を選定します。選定基準は下図のとおりとな

ります。 

 
 

第一段階の検証の結果、次図の青で示している 18 路線が、第二段階の検討対象

路線となりました。 

第一段階 検討対象路線の選定 

全都市計画道路 

第二段階 

一次評価 
路線の必要性（機能）などを検証 

第二段階 

二次評価 
考慮すべき事情などの有無について検討 

第三段階 将来交通量推計により影響等を判断 

廃止候補路線等の決定 

第一段階 

検討対象路線の選定 

 ○未整備区間を含む路線 

 ○当初都市計画決定から 20年以上未着手の路線・ 

区間 

 ※自動車専用道路及びそれに併設される 

一般道部については対象外 

全都市計画道路 42 路線 
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第一段階検証結果 

 

 

  

第二段階検討対象外路線 

第二段階検討対象路線 



8 
 

第一段階評価結果表 1/2 

番号 名称 区間 未整備区間 
なし 

都決 20 年 
未満 

自動車専用道 
又は 

併設一般道部 
結果 

1・2・1 東京湾岸線 全線 ✔  ✔ 対象外 

1・2・2 高速外かく環状線 全線 ✔  ✔ 対象外 

1・3・3 北千葉道路１号線 全線  ✔ ✔ 対象外 

1・3・4 北千葉道路２号線 全線  ✔ ✔ 対象外 

3・5・1 南八幡八幡線 全線 ✔   対象外 

3・1・2 
東京湾岸道路市川
線 

全線 ✔  ✔ 対象外 

3・1・3 外かく環状線 全線 ✔  ✔ 対象外 

3・1・4 稲越国府台線 

外環 
東側   ✔ 対象外 
外環 
西側    検討対象 

3・1・5 大町線 全線   ✔ 対象外 

3・1・6 京葉港線 全線 ✔   対象外 

3・2・7 高谷新町海岸線 全線    検討対象 

3・2・8 南行徳海岸線 全線 ✔   対象外 

3・3・9 柏井大町線 全線    検討対象 

3・4・10 国府台須和田線 全線    検討対象 

3・4・11 市川駅前線 全線    検討対象 

3・4・12 北国分線 全線 ✔   対象外 

3・4・13 二俣高谷線 全線    検討対象 

3・4・14 大洲平田線 全線    検討対象 

3・4・15 本八幡駅前線 全線    検討対象 

3・4・16 船橋松戸線 全線    検討対象 

3・4・17 富浜塩焼線 全線 ✔   対象外 

3・4・18 浦安鎌ケ谷線 全線 ✔   対象外 

3・4・19 市川二俣線 全線 ✔   対象外 

3・4・20 市川松戸線 全線    検討対象 
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第一段階評価結果表 2/2 

番号 名称 区間 未整備区間 
なし 

都決 20 年 
未満 

自動車専用道 
又は 

併設一般道部 
結果 

3・4・21 市川船橋線 全線 ✔   対象外 

3・4・22 二俣二俣新町線 全線    検討対象 

3・4・23 田尻二俣線 全線    検討対象 

3・4・24 塩焼南行徳線 全線 ✔   対象外 

3・4・25 湊海岸線 全線    検討対象 

3・5・26 鬼高若宮線 全線    検討対象 

3・5・27 本八幡駅南口線 全線 ✔   対象外 

3・5・28 国分下貝塚線 全線    検討対象 

3・6・29 市川大洲線 全線 ✔   対象外 

3・6・30 市川菅野線 全線    検討対象 

3・6・31 菅野若宮線 全線    検討対象 

3・6・32 市川鬼高線 全線    検討対象 
3・5・33 市川駅南口線 全線 ✔   対象外 
3・4・34 新行徳駅前線 全線 ✔   対象外 
3・4・35 塩浜線 全線 ✔   対象外 
3・3・36 堀之内駅前線 全線 ✔   対象外 
3・4・37 堀之内線 全線 ✔   対象外 
3・4・38 妙典駅前線 全線 ✔   対象外 
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第二段階一次評価 

次に第二段階の一次評価を行います。ここでは、「ａ必要性（機能）の有無」、「ｂ

機能代替の可能性の有無」、「ｃ整備に係る制約条件等の有無」の３つの観点から検

討をおこないます。 

 

 

ａ必要性（機能）の有無 

第二段階一次評価の最初の項目である「ａ必要性（機能）の有無」については都

市計画道路としての必要性（機能）を７つの要素に分けて有無を評価します。この

いずれにも該当しない場合、廃止候補の路線や区間となります。 

 

ｂ機能代替の可能性の有無 

第二段階一次評価の２つ目の項目は「b 機能代替の可能性の有無」です。機能代

替可能な現道が「あり」と判断されると、廃止候補の路線や区間となります。 

 

ｃ整備に係る制約条件 

第二段階一次評価の３つ目の項目は「c.整備に係る制約条件等の有無」です。 

第二段階 

一次評価 

必要性（機能）・機能代替の可能性・整備条件を評

価 

a.必要性（機能）の有無 

①上位計画等による位置づけ 

②都市間・拠点間の連絡のための機能 

③土地利用支援のための機能 

④交通処理等のための機能 

⑤都市防災のための機能 

⑥公共交通の導入のための機能 

⑦都市環境形成のための機能 

b.機能代替の可能性の有無 

⑧機能代替可能な現道の有無 

c.整備に係る制約条件等の有無 

⑨地形的な制約条件等の有無 

⑩沿道地域の街並み、商店街への影響の有無 

⑪現計画の内容と現行の道路構造令との不整

合の有無 

第一段階検証後 18 路線 
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ここで「あり」の場合は廃止候補または変更候補の路線や区間となります。 

 

①から⑪の判断は下表のように行いました。 

項  目 判断のポイント 

ａ 

①上位計画等による位置づけ 

「市川市都市計画マスタープラン」「千葉県

広域道路網マスタープラン」等に記載され

ている場合に評価。 

②都市間・拠点間の連絡のため

の機能 

市外やインターチェンジへ接続している場

合に評価。 

③土地利用支援のための機能 再開発促進区域等に接続する場合に評価。 

④交通処理等のための機能 現道に相応の交通量がある場合等に評価。 

⑤都市防災のための機能 

広域避難場所や避難所に接続したり、新た

な都市防災区画の形成に資する場合等に評

価。 

⑥公共交通の導入のための機能 現道にバス路線がある場合等に評価。 

⑦都市環境形成のための機能 
都市拠点（市川市都市計画マスタープラン

に記載）等に接続する場合に評価。 

ｂ ⑧機能代替可能な現道の有無 
計画道路と同等の機能を有する現道があ

る。 

ｃ 

⑨地形的な制約条件等の有無 
国県事業が想定される路線以外で江戸川を

渡るもの等。 

⑩沿道地域の街並み、商店街へ

の影響の有無 

景観重点地区への悪影響が見込まれるも

の、低層住宅専用地域で商店が多く立地す

る道路に重なる路線。 

⑪現計画の内容と現行の道路構

造令との不整合の有無 

道路構造令を満たさないもの。ただし計画

幅員が道路構造令に不足している場合につ

いては、「満たさない」との判断条件にしな

い。 
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 第一段階の評価で検討対象として抽出された 18 路線について検討した結果、

下表の通り、２路線が廃止候補路線、１路線が変更候補路線となりました。 

 

第二段階一次評価までの結果表 1/2 

番号 名称 区間 
第一段階 第二段階一次評価 

評価結果 a b c 評価結果 

1・2・1 東京湾岸線 全線 対象外 － － － － 

1・2・2 
高速外かく環状
線 

全線 対象外 － － － － 

1・3・3 
北千葉道路１号
線 

全線 対象外 － － － － 

1・3・4 
北千葉道路２号
線 

全線 対象外 － － － － 

3・5・1 南八幡八幡線 全線 対象外 － － － － 

3・1・2 
東京湾岸道路市
川線 

全線 対象外 － － － － 

3・1・3 外かく環状線 全線 対象外 － － － － 

3・1・4 稲越国府台線 
外環東側 対象外 － － － － 

外環西側 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・1・5 大町線 全線 対象外 － － － － 

3・1・6 京葉港線 全線 対象外 － － － － 

3・2・7 高谷新町海岸線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・2・8 南行徳海岸線 全線 対象外 － － － － 

3・3・9 柏井大町線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・4・10 国府台須和田線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・4・11 市川駅前線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・4・12 北国分線 全線 対象外 － － － － 

3・4・13 二俣高谷線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・4・14 大洲平田線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・4・15 本八幡駅前線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・4・16 船橋松戸線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・4・17 富浜塩焼線 全線 対象外 － － － － 

3・4・18 浦安鎌ケ谷線 全線 対象外 － － － － 
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第二段階一次評価までの結果表 2/2 

番号 名称 区間 
第一段階 第二段階一次評価 

評価結果 a b c 評価結果 

3・4・19 市川二俣線 全線 対象外 － － － － 

3・4・20 市川松戸線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・4・21 市川船橋線 全線 対象外 － － － － 

3・4・22 二俣二俣新町線 

国道 357 号 
から南 

検討対象 
なし なし なし 廃止候補 

上記以外 あり なし なし 存続候補 

3・4・23 田尻二俣線 

船橋区間～ 
原木 IC 南側 
の交差点 検討対象 

あり なし あり 変更候補 

上記以外 あり なし なし 存続候補 

3・4・24 塩焼南行徳線 全線 対象外 － － － － 

3・4・25 湊海岸線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・5・26 鬼高若宮線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・5・27 本八幡駅南口線 全線 対象外 － － － － 

3・5・28 国分下貝塚線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・6・29 市川大洲線 全線 対象外 － － － － 

3・6・30 市川菅野線 

国道 14 号～ 
県道市川松戸線 

検討対象 
なし あり あり 廃止候補 

上記以外 あり なし なし 存続候補 

3・6・31 菅野若宮線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・6・32 市川鬼高線 全線 検討対象 あり なし なし 存続候補 

3・5・33 市川駅南口線 全線 対象外 － － － － 

3・4・34 新行徳駅前線 全線 対象外 － － － － 

3・4・35 塩浜線 全線 対象外 － － － － 

3・3・36 堀之内駅前線 全線 対象外 － － － － 

3・4・37 堀之内線 全線 対象外 － － － － 

3・4・38 妙典駅前線 全線 対象外 － － － － 

 この検討により廃止候補または変更候補となった３路線についての第二段階一

次評価結果を次ページ以降に示します。なお、全体の評価については本方針書末

尾に掲載しています。 
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路線名 3・4・22 号二俣二俣新町線 

検討段階 

第二段階一次評価 

検討区間 

国道357 号から南の区間約180m 

 
検討結果 廃止候補区間 ⇒二次評価へ 

理   由 

(a)都市計画道路としての必要性（機

能）を有しない。 

(b)機能代替可能な現道はない。 

(c) 整備に係る制約条件はない。 
位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一段階 

第二段階 一次評価 

第二段階 二次評価 

第三段階 

東関東自動車道 
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路線名 3・4・23 号田尻二俣線 

検討段階 

第二段階一次評価 

検討区間 

船橋市区間と原木インターチェン

ジ南側の交差点間約 750m  

 
検討結果 変更候補区間 ⇒二次評価へ 

理   由 

(a)都市計画道路としての必要性（機

能）を有する。【図①】 

(b)機能代替可能な現道はない。 

(c)原木インターチェンジ南側の交

差点は、流入が５方向から発生し、

道路構造令に適合しない【図②】 

位置図 

 

 

 

 

 

図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図② 

 

 

 

 

 

 

 

第一段階 

第二段階 一次評価 

第二段階 二次評価 

第三段階 
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路線名 3・6・30 号市川菅野線 

検討段階 

第二段階一次評価 

検討区間 

国道 14 号から県道市川松戸線の間

の区間約 70m 

 
検討結果 廃止候補区間 ⇒二次評価へ 

理   由 

(a)都市計画道路としての必要性（機

能）を有していない。 

(b)県道市川松戸線が機能代替可能

な現道となっている。【図①】 

(c)道路構造令に適合する勾配が取

れない。【図②】 

位置図 

 

 

 

 

 

 ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 

 

 

 

 

 

 

第一段階 

第二段階 一次評価 

第二段階 二次評価 

第三段階 

機能代替可能な現
道と見なせる区間 約 120m 

都計道 3・6・30 号が国道

14 号に接続を予定する地点

から約 120mm の位置で、

県道市川松戸線が国道 14 号

に接続する。 

○設計速度 40km/h の場合

の最大縦断勾配：7% 

 

○交差点取付部の緩勾配区

間長の最小値：40m 

 

⇒道路構造令を満足する縦

断勾配をとることができ

ない。 
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第二段階二次評価 

 ここまでの評価で廃止候補また変更候補となった３路線について、考慮すべき事

情を検討します。 

 

 

番号 路線 区間 
第二段階一次評価 

結果 

１ 
3・4・22 号 

二俣二俣新町線 

国道 357 号から南の区間

約 180m 
廃止候補 

２ 
3・4・23 号 

田尻二俣線 

船橋市区間と原木インター

チェンジ南側の交差点間約

750m 

変更候補 

３ 
3・6・30 号 

市川菅野線 

国道 14 号から県道市川松

戸線の間の区間約 70m 
廃止候補 

 

 上記３路線についての第二段階二次評価結果を次ページ以降に示します。 

 

 

  

第二段階 

二次評価 

当該路線にかかる地域において考慮すべき事情な

どの有無について検討 

第二段階一次評価後廃止候補 2 路線・変更候補 1 路線 
（他路線は存続候補） 
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路線名 3・4・22 号二俣二俣新町線 

検討段階 

第二段階二次評価 

検討区間 

国道357 号から南の区間約180m 

 
検討結果 廃止候補区間 ⇒第三段階へ 

理   由 

原木方面から湾岸道路への接続

が当初都市計画決定の目的であり、

達成済みである。【図①】 

二俣新町地区等へのアクセス道

路としての機能は都計道 3・1・6 号

京葉港線が有している。【図②】 

位置図 

 

 

 

 

 

       図①                 図② 

 

第一段階 

第二段階 一次評価 

第二段階 二次評価 

第三段階 
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路線名 3・4・23 号田尻二俣線 

検討段階 

第二段階二次評価 

検討区間 

船橋市区間と原木インターチェン

ジ南側の交差点間約 750m  

 
検討結果 存続候補区間 

理   由 

都市計画道路としての必要性（機

能）は認められる。【図①】 

整備済み区間がある。【図②】 

現計画で生じる変則交差点の解

消に関しては、今後、都計道 3・4・

13 号の事業化に向けた検討と一体

的に検討を行う。【図③】 

位置図 

 

 

 

 

 

図① 

 

 

 

 

 

 

 

図② 

 

 

 

 

 

 

 

図③ 

 

第一段階 

第二段階 一次評価 

第二段階 二次評価 

第三段階 
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路線名 3・6・30 号市川菅野線 

検討段階 

第二段階二次評価 

検討区間 

国道 14 号から県道市川松戸線の間

の区間約 70m 

 
検討結果 廃止候補区間 ⇒第三段階へ 

理   由 

第二段階一次評価のほか、考慮す

べき事情がない。 

ａ必要性（機能）：なし 

ｂ機能を代替する路線：あり 

ｃ整備にかかる制約条件：あり 

位置図 

 

 

 

 

第一段階 

第二段階 一次評価 

第二段階 二次評価 

第三段階 

市川広小路交差点 
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第三段階評価 

 ここまでの評価で廃止候補となった２路線を廃止した場合の周辺路線・区間の影

響等を、将来交通量推計により判断します。判断は「混雑度」という指標をもって

行います。 

 
 

番号 路線 区間 
第二段階 

評価結果 

１ 
3・4・22 号 

二俣二俣新町線 

国道 357 号から南の区間

約 180m 
廃止候補 

２ 
3・6・30 号 

市川菅野線 

国道 14 号から県道市川松

戸線の間の区間約 70m 
廃止候補 

 

混雑度とは 

混雑度は道路交通の円滑さを表す指標で 

混雑度＝交通量／交通容量 

で算定されます。交通容量とはその道路が流すことができる交通量です。「都市計画道

路見直しガイドライン」（千葉県）では、（社）日本道路協会によるランク別交通状況が

下表のように示されています。 

 混雑度のランク 交通状況の推定  

 

1.0 未満 
 昼間 12 時間を通して、道路が混雑することなく、円
滑に走行できる。渋滞やそれに伴う極端な遅れはほとん
どない。 

 

 

1.0～1.25 
 昼間12時間のうち道路が混雑する可能性のある時間
帯が 1～2 時間（ピーク時間）ある。何時間も混雑する
という可能性は非常に小さい。 

 

 

1.25～1.75 

 ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑
する時間帯が加速度的に増加する可能性の高い状態。ピ
ーク時のみの混雑から日中の連続的混雑への過渡状態
といえる。 

 

 1.75 以上  慢性的混雑状態。  

    

 

  

第三段階 
将来交通量推計により、周辺路線・区間への影響

等を判断 

第二段階検証後廃止候補 2 路線（他路線は存続候補） 
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路線名 3・4・22 号二俣二俣新町線 

検討段階 

第三段階 

検討区間 

国道357 号から南の区間約180m 

 
検討結果 廃止候補区間 

理   由 

廃止による周辺道路の混雑

度の悪化は見られなかった。 

位置図 

 

 

 

 

 

 

全都計道整備時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二俣二俣新町線 

検討区間廃止の場合 

 

 

 

 

第一段階 

第二段階 一次評価 

第二段階 二次評価 

第三段階 
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路線名 3・6・30 号市川菅野線 

検討段階 

第三段階 

検討区間 

国道 14 号から県道市川松戸線の間

の区間約 70m 

 
検討結果 廃止候補区間 

理   由 

国道１４号の市川広小路交

差点から西側の 120m 区間

で混雑度ランクが若干上昇し

ましたが、大きな影響はない

と判断される。 

位置図 

 

 

 

 

 

 

 

全都計道整備時 

※本区間は構造上整備 

 が不可能だが、仮に 

整備したものとして 

推計。 

 

 

 

 

 

 

 

市川菅野線 

検討区間廃止の場合 

 

 

 

 

第一段階 

第二段階 一次評価 

第二段階 二次評価 

第三段階 
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都市計画道路見直しの方針 

 以下の２路線を廃止候補とします。その他の路線は存続候補とします。 

番号 路線 区間 

１ 3・4・22 二俣二俣新町線 
国道 357 号から南の区間約

180m 

２ 3・6・30 号市川菅野線 
国道 14 号から県道市川松戸線

の間の区間約 70m 

 廃止候補となった２路線の結果概要は次ページ以降のとおりです。 
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路線名 3・4・22 号二俣二俣新町線 

位置図 

  

検討区間 

国道357 号から南の区間約180m 

検討結果 廃止候補区間 

理   由 

○都計道としての必要性（機能）を有していない。 

○原木方面から湾岸道路への接続が当初都市計画決定の目的であり、達成済みであ

る。 

○二俣新町地区等へのアクセス道路としての機能は都計道 3・1・6 号京葉港線が有

している。 

○廃止による周辺道路の混雑度の悪化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東関東自動車道 
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路線名 3・6・30 号市川菅野線 

位置図 

  

検討区間 

国道 14 号から県道市川松戸線の間

の区間約 70m 

検討結果 廃止候補区間 

理   由 

○都計道としての必要性（機能）を有していない。 

○県道市川松戸線が機能代替可能な現道となっている。 

○国道 14 号から県道市川松戸線の間の区間については、延長が約 41m である一

方、高低差が約 2.1m あり、道路構造令に適合する勾配が取れず、整備に係る制

約条件となっている。 

○廃止により、国道１４号の市川広小路交差点から西側の 120m 区間で混雑度ラ

ンクが若干上昇するが、大きな影響はないと判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※都計道 3・4・20 号（県道市川松戸線）の都市計画決定は一部変更が見込

まれるが、廃止にはならない。 

 

市川広小路交差点 
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今後のスケジュール 

 提出されたパブリックコメントを参考に、都市計画道路の見直しの方針を策定し

ます。廃止する都市計画道路について、令和４年度以降都市計画の手続きを行うこ

ととします。 

 

 存続となった都市計画道路については必要な検討を行い、順次整備を進めること

とします。 

 今後も、人口動向や道路・交通状況や、上位計画における位置づけ等、都市計画

道路に関連する社会情勢は変化していくと考えられます。市川市では今後も千葉県

と連携し、適宜都市計画道路の見直しを行っていくこととします。 

  

都市計画道路の見直し方針（案）についての市民意見募集 

都市計画道路の見直し方針の策定 

都市計画変更手続き 

今回 

令和４年度以降 
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【参考】各段階評価一覧表 
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【参考】各段階評価一覧表 

番号 名称 区間 

第一段階評価 第二段階評価 第三段階  

未整備
区間 
なし 

都決 
20 年 
未満 

自動車
専用道
又は 
併設一
般道部 

結果 

一次評価 

二次 
評価 結果 交通への

影響 
方針 

 
a.路線・区間の必要性（機能）の有無 b.機能代

替の可能
性の有無
⑧現道 

c.路線・区間の整備に係る 
制約条件等の有無 

①上位 
計画 

②都市 
連絡 

③土地 
利用 

④交通 
処理 

⑤都市 
防災 

⑥公共 
交通 

⑦都市 
環境 ⑨地形 ⑩沿道 

影響 
⑪ 

構造令 
不整合 

1・2・1 東京湾岸線 全線 ✔  ✔ 対象外                

1・2・2 高速外かく環状線 全線 ✔  ✔ 対象外                

1・3・3 北千葉道路１号線 全線  ✔ ✔ 対象外                

1・3・4 北千葉道路２号線 全線  ✔ ✔ 対象外                

3・5・1 南八幡八幡線 全線 ✔   対象外                

3・1・2 
東京湾岸道路市川
線 

全線 ✔  ✔ 対象外                

3・1・3 外かく環状線 全線 ✔  ✔ 対象外                

3・1・4 稲越国府台線 
外環東側   ✔ 対象外                
外環西側    検討対象 県広域道路 － － － － － － － － － － － 存続  存続 

3・1・5 大町線 全線   ✔ 対象外                

3・1・6 京葉港線 全線 ✔   対象外                

3・2・7 高谷新町海岸線 全線    検討対象 － － － 交通量あり － － － － － － － － 存続  存続 
3・2・8 南行徳海岸線 全線 ✔   対象外                

3・3・9 柏井大町線 

松戸境~事
業区間    検討対象 都市マス等 隣接自治体 － 交通量あり 避難所等 － － － － － － － 存続  存続 

事業区間    検討対象 都市マス等 隣接自治体 － 交通量あり 避難所等 バス既存 － － － － － － 存続  存続 
3・4・10 国府台須和田線 全線    検討対象 － － － － 避難所等 － － － － － － － 存続  存続 

3・4・11 市川駅前線 
R14~踏切    検討対象 － 商業地域 再開発促進 交通量あり － バス既存 都市拠点 － － － － － 存続  存続 
踏切 ~3・
4・10    検討対象 － － － － 避難所等 － － － － － － － 存続  存続 

3・4・12 北国分線 全線 ✔   対象外                

3・4・13 二俣高谷線 
未整備区
間    検討対象 都市マス等 原木 IC 等 － 交通量あり － バス導入 － － － － － － 存続  存続 

3・4・14 大洲平田線 

大洲橋~産
業道路    検討対象 整開保等 隣接自治体 － － 広域避難場

所 － － － － － － － 存続  存続 
産業道路~
三番堀    検討対象 － － － － 広域避難場

所 － － － － － － － 存続  存続 

3・4・15 本八幡駅前線 

R14~ 不
二女付近    検討対象 都市マス 隣接自治体 

等 再開発誘導 交通量あり 避難所 バス既存 都市拠点 － － － － － 存続  存続 
~菅野交番
付近    検討対象 都市マス等 隣接自治体 

等 再開発誘導 交通量あり 避難所 バス既存 － － － － － － 存続  存続 
～整備済
区間前    検討対象 都市マス 隣接自治体 

等 － 交通量あり 避難所等 バス既存 － － － － － － 存続  存続 
大野駅~3・
3・9    検討対象 都市マス 隣接自治体 

等 － 交通量あり 広域避難場
所 バス既存 － － － － － － 存続  存続 

3・4・16 船橋松戸線 全線    検討対象 都市マス 隣接自治体 
等 － 交通量あり 避難所等 － － － － － － － 存続  存続 

3・4・17 富浜塩焼線 全線 ✔   対象外                
3・4・18 浦安鎌ケ谷線 全線 ✔   対象外                
3・4・19 市川二俣線 全線 ✔   対象外                

○未整備区間について記載（未整備区間がない路線は一行で記載）。 
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番号 名称 区間 

第一段階評価 第二段階評価 第三段階 

方針 未整備
区間 
なし 

都決 
20 年 
未満 

自動車
専用道
又は 

併設一
般道部 

結果 

一次評価 

二次 
評価 結果 交通への

影響 
a.路線・区間の必要性（機能）の有無 b.機能代

替の可能
性の有無
⑧現道 

c.路線・区間の整備に係る 
制約条件等の有無 

①上位 
計画 

②都市 
連絡 

③土地 
利用 

④交通 
処理 

⑤都市 
防災 

⑥公共 
交通 

⑦都市 
環境 ⑨地形 ⑩沿道 

影響 
⑪構造令 
不整合 

3・4・20 市川松戸線 
和洋前~ 
松戸境    検討対象 都市マス 隣接自治体 

等 － 交通量あり 避難所等 バス既存 － － － － － － 存続  存続 

3・4・21 市川船橋線 全線 ✔   対象外                

3・4・22 二俣二俣新町線 
湾岸道路
以南    検討対象 － － － － － － － － － － － 都決目的 

達成済み 廃止 無し 廃止 

3・4・23 田尻二俣線 

外環~船橋
市域    検討対象 整開保 隣接自治体 

等 － － － バス導入 － － － － － － 存続  存続 
船橋境東~
原木 IC    検討対象 整開保 隣接自治体 

等 － － － バス導入 － － － － 変則交差点 制約は 
今後検討 存続  存続 

3・4・24 塩焼南行徳線 全線 ✔   対象外                

3・4・25 湊海岸線 

都県境~ 
旧道    検討対象 整開保等 隣接自治体 

等 － － －  － － － － － － 存続  存続 
旧道~ 
バイパス    検討対象 整開保等 隣接自治体 － 交通量あり － バス既存 － － － － － － 存続  存続 
千鳥町隣
接区間    検討対象 整開保等 商業地域 再開発促進 交通量あり － バス既存 － － － － － － 存続  存続 

3・5・26 鬼高若宮線 

R14 以南    検討対象 － 隣接自治体 － － 避難所 － － － － － － － 存続  存続 
事業中区
間    検討対象 整開保 隣接自治体 － 交通量あり － バス既存 － － － － － － 存続  存続 

~船橋境    検討対象 － 隣接自治体 － 交通量あり 避難所等 バス既存 － － － － － － 存続  存続 
3・5・27 本八幡駅南口線 全線 ✔   対象外                

3・5・28 国分下貝塚線 

春木川以
西    検討対象 都市マス等 市川北 IC － 交通量あり 避難所 バス既存 － － － － － － 存続  存続 
春木川以
東    検討対象 都市マス等 市川北 IC － 交通量あり 避難所 バス既存 － － － － － － 存続  存続 

3・6・29 市川大洲線 全線 ✔   対象外                

3・6・30 市川菅野線 
R14~市川
松戸線    検討対象 － － － － － － － 市川松戸線 － － 縦断勾配 評価点 

なし 廃止 無し 廃止 

3・6・31 菅野若宮線 
木下街道
以東    検討対象 － 隣接自治体 － － 延焼防止 － － － － － － － 存続  存続 

3・6・32 市川鬼高線 

3・6・29 交
差点迄    検討対象 都市マス等 － 再開発誘導 － － － － － － － － － 存続  存続 
~3・4・14
交差点    検討対象 都市マス等 － 再開発誘導 － － バス導入 － － － － － － 存続  存続 
外環~ 
3・5・27    検討対象 都市マス等 － － 交通量あり － バス導入 都市拠点 － － － － － 存続  存続 

~東側終点    検討対象 都市マス － － － 避難所 － 都市拠点 － － － － － 存続  存続 
3・5・33 市川駅南口線 全線 ✔   対象外                
3・4・34 新行徳駅前線 全線 ✔   対象外                
3・4・35 塩浜線 全線 ✔   対象外                
3・3・36 堀之内駅前線 全線 ✔   対象外                
3・4・37 堀之内線 全線 ✔   対象外                
3・4・38 妙典駅前線 全線 ✔   対象外                

全４２路線 検討対象１８路線 検討対象１８路線のうち、存続候補１６路線、廃止候補２路線  ２路線廃止 

○未整備区間について記載（未整備区間がない路線は一行で記載）。  
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